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月 日

本セッションでは について、 バージョンに
加え にて追加された新機能についても紹介します。
ユーザーインターフェースの改善や管理者機能の クライア
ントへの完全移行、また セクションの
アップデートなどご紹介いたします。

今年のアップデートでは、 コンポーネントの機能強
化や との連携向上が行われました。最新の
にも対応し、 との連携作業が容易になりました。さ
らに、 や のコンポーネントに新たな設
定機能が追加され、利便性が向上した点などを含め最新の情報
をご紹介いたします。

は などを包
括したスイートです。

ベースの構造式エディタ の強化といっ
た 時代に合わせた機能強化の他、 に対応した核酸残
基ライブラリの拡張といった新しい研究分野への対応が行われ
ています。



月 日

には、 で利用できる機械学習ポテンシャ
ル、 と の連携による反応経路計算、新しいメソス
ケールのモデル構築ツール、 による材料データベースと
の連携などの新機能が搭載されました。性能面では、 では
でのさらなる速度向上、 の 対応、 の

大規模系での速度向上が行われました。 で
は、いくつかの不具合修正が行われました。特に
では多くの新機能が搭載されています。講演では、それぞれの新
機能の詳細をご説明します。

の新機能
では、モデリング＆シミュレーションおよび低分

子用機能に対して、それぞれプロトコルの新規追加、修正が行わ
れています。
例えば、新規抗体パラトープ解析プロトコル追加、膜タンパク質
用溶媒付加プロトコル修正、 に関連するプロトコル修正
などがあります。
オンプレ版と 版の違いを含めて詳細をご紹介いたします。



日目
月 日



月 日

年のアップデートでは、 機能や を改善したこと
により、ソフトの操作性が強化されました。
また、 計や天秤などの 接続している機器の転送データサ
イズの増加や登録してあるコンテナ検索などの機能面強化も行
われました。

本セッションでは次世代型電子実験ノートの に
ついて概要及び各種機能を紹介します。ユーザーインター
フェースや基本機能に加え、材料データベースなどとの連携に
ついてもご紹介いたします。

は化合物登録、生物資源管理を統合した
の新しいアプリケーションです。
では新しい への対応や、ビン・保管場所と

いった残量管理の為の新しい能力を獲得しました。このセッ
ションでは の強化点をご紹介します。

配合の設計管理ソリューションは、あらゆる業界の配合開発者
をターゲットに開発されていますが、今年は消費財の中でも食
品に関連した機能に特化した開発が進められています。

年に追加された機能の振り返りと、 年に実装が予定さ
れている機能をご紹介します。


